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研究要旨  

中性脂肪蓄積心筋血管症 (Triglyceride deposit cardiomyovasculopathy, TGCV)につい

て、心筋生検組織からのTGCVの診断法を確立することを目的とし、心臓移植時摘出心の

心筋細胞におけるトリグリセライドの蓄積程度を評価するため、脂肪滴のバイオマーカ

ーであるperilipin 2（PLIN 2）を用いて検討を行った。PLIN 2染色強度の差を陽性面積

率からスコア化し、カットオフ値を作成するため、原発性TGCV(P-TGCV)4例、心臓移植

(Tx)50例の摘出心の心筋組織について、PLIN 2(IHC)を施行した。PLIN 2スコア0～3の4

段階に分類すると、陽性面積率50%以上を示すスコア3には、P-TGCV群全例、Tx群0例。ま

た、Tx群では全例において40%未満であった。

 

A. 研究目的 

心臓移植例において心筋細胞における

トリグリセライドの蓄積を証明し、蓄積

量の差をスコア化し検証し、TGCV 生検診

断基準を作成することが本研究の目的で

ある。 

 

B. 研究方法 

同意の得られた心臓移植時摘出心によ

る心筋組織 FFPE包埋切片を用い、PLIN 2

染色結果をスコア 0～3の 4段階にスコア

化し検討する。 

（倫理面への配慮） 
試料授受の詳細な内容項目、記録保管

と確認、同意撤回のための情報公開、第

三者提供に関する情報安全管理体制、匿

名化とプライバシー保護、結果の公表と

プライバシー保護に配慮して行った。 

 
 

 

 

C. 研究結果 

原発性 TGCV(P-TGCV)4 例、心臓移植

(Tx)50 例の心筋組織について、 PLIN 

2(IHC)を施行した。PLIN 2 スコア 0～3

の 4 段階に分類すると、陽性面積率 50%

以上を示すスコア 3：原発性 TGCV(P-TGCV)

全例、Tx群 0例。また、Tx群では全例に

おいて 40%未満であった。Tx 群ではスコ

ア 2 は 4 例認められたが、うち 2 例は遺

伝子解析で既知の心疾患関連遺伝子異常

が同定されなかった。 

 

D. 考察 

スコア 3（陽性面積率 50%以上）では 

P-TGCV の可能性が高いことが示唆された。

スコア 2を示した Tx群の 4例中 2例は遺

伝子解析で既知の心疾患関連遺伝子異常

が同定されなかったことから、TGCV の可

能性について、今後更なる検討を要する

と考えられた。 
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E. 結論 

 心筋組織 PLIN 2 スコア 3 は、P-TGCV

の生検組織診断に有用である可能性があ

る。 

 

F. 健康危険情報 

該当せず。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む） 

1．特許取得 

  該当なし 

2. 実用新案登録 

 該当なし 

3. その他 

 該当なし 

 
 


